
消防・救助技術の高度化等検討会（第２回）議事概要 

 

 

１． 検討会の概要 

(1) 日 時 ： 平成２５年２月２２日（金）１４：００～１６：００ 

(2) 場 所 ： 法曹会館 富士の間 

(3) 出席者 ： 小林座長、飯田委員、奥村委員、椛嶋委員、小出委員、佐藤委員、 

          富永委員、川村委員（代）、平澤委員、松野委員、宮城委員、 

武藤委員、吉田委員、渡辺委員 

 

２．概要 

  事務局より、今年度の検討会報告書（案）の概要及び内容の説明を行った。 

 

【各委員の主な意見】 

 ○ 1次トリアージ及び 2次トリアージの中で、曝露直後と曝露してから時間が経過し

た場合と分けて記載したことにより理解しやすくなった。 

 

 ○ 被災地域やその周辺の医療体制との連携の中で、「緊急被ばく医療を必要とする事例

はあまりなかった」とあるが、汚染検査をしないと搬送できない、受入れができない

という症例はかなりの数があるので、これを一括りに事例があまりなかったとするの

は、ニュアンスが違うのではないか。 

 

○ オンサイトやオフサイトに消防がどのように関わるのかを明確に記載し、役割をは

っきり見えるようにすべきではないか。 

 

 ○ オンサイトやオフサイトに消防がどのように関わるかは現在まだ議論中であるため、

政府全体の調和を取りながら整理していくべき。 
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